
「運航安全・環境保全技術の研究開発」の概要（案） 

１．課題実施期間 平成１６年度～２４年度 

 中間評価 平成20年8月、事後評価 平成25年6月 

２．研究開発の概要・目的 
事故防止技術 

① 国内運航会社と連携して『ヒューマンファクタ安全向上ツール』を開発し、その普
及を図ることで、航空機の運航安全へ寄与する。 

② 運航会社や航空機開発メーカからの要請に基づきライダー（光を利用する遠方
の風速測定装置）及び乱気流警報システムを開発し、増加する乱気流事故の
予防・抑制に貢献する。 

 
３．研究開発の必要性等 

事故防止技術 
 20年後には機体数、運航数とも2倍に増加すると予測されており、さらなる事故率の低
減を図るための研究開発が必要である。そのため航空機の事故防止技術の研究開
発は社会的な要請が強く、国が関与し、積極的に進めていかなければならない。 
 

※有効性については下記ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ及び６．、効率性については右記４．及び５．参照 

６．主な成果 

① ライダーの光アンプ増強、光学系の損失抑制を行い、飛行実証により高高
度(32,000ft±3,500ft)において観測レンジ10km以上を確認した。これにより
、約40秒前に乱気流突入を予測するライダー技術を確立し、乱気流事故
防止システム（70%事故削減が目標）の実用化が可能となった。ボーイング
から「飛行安全に貢献する」と高い評価を受けている。 

５．課題実施機関・体制 

４．予算の変遷 
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② 日常運航再生ツール（エア
ライン等において安全維持
活動の一環として必要な
日常の飛行をレビューする
ためのツール）を開発し、
運航会社7社において
FOQA（運航品質向上活動
）に日常的に使用され、ヒ
ューマンエラー防止に役立
っている。 

計測距離、軽量化と
も世界を大きくリード


